
orienteering magazine 2006.06  33   

▲いにしえの山里の暮らしを感じさせる作手のトレイル。WOCの地図調査の合間を縫ってよく走っ

た作手の道は、トレイルランニングにも最適なエリアだった。 

▲日本卓球協会強化副本部長の前原さんと。上
海にて。 

 

「先生は人の３倍くらい働い
ているので、せいぜい２．５倍
くらいに抑えて、先生からみた
らだらけている、くらいの生活
をしてください」精神科医から
も、スローライフを勧められつ
つ、上海、香港、盛りだくさん
の春。 
 
2 月 12 日 
 早稲田大会はノンシード。シード選手を
蹴散らしてやると思い臨むが、２分後のシ
ード寺垣内にすでに４番で追いつかれる。
確かに前半ルートに迷うところがあったか
ら、そのミスなのだろう。しばらく併走す
るが、振り切れる気配もない。これよりも
さらにショックだったのは、８分後の善徳
が現れたことだ。柔らかい土質で傾斜ある
テレインに、筋力が対応できていないこと
は分かっている。しかし、それ以上に課題
がありそうだ。全日本までの６週間の過ご
し方を考えなおそう。 
 
2 月 18 日 
9 月に開催する作手トレイルランニング
大会の準備で、許田を連れて作手へ。2004
年の世界選手権選考会が終わって以来、ト
レイルランという広い世界に「家出状態」
(本人談）の許田は、今やその世界では頂点
の一つ、山岳耐久レースで４位になる実力
者だ。「家出息子」の比喩を借りるなら「都
会に訪ねてみたら、立派になって驚いた」
といったところだ。 
下見したのは、鬼久保ふれあい広場から
三河湖までの約23ｋｍのコース。前半の巴
山周辺は、地図調査の夕方に何度もジョグ
して気に入っていたコースだが、後半黒坂
の地図が切れるあたりから三河湖までのル
ートに検討の余地があった。何度か藪には
まって行き止まりの繰り返しの後、この大
会のために残されていたのではないかと思
えるような、おあつらえ向きのいにしえの
山道を見つけた。残念ながら今年はCC７の
前日だが、チャンスがあったら是非一度は
走ってみてほしいコースだ。 
 
2 月 21 日 
 卓球を専門とする同僚の研究の手伝いで、
24日まで上海に出張した。中国は現在女子
世界ランキングで40人中30人も占めてい
る卓球王国である。特に上海は昔からその

中心的な役割を果たし、数年前に世界選手
権も開かれた場所だ。その上海に小学校か
ら「英才教育」をしているところがある。
それを取材し、スポーツエリートの早期教
育における親の役割の実態を調査するもの
だった。２月は思ったよりも忙しく、体調
も十分でなかった。直前には気乗りがしな
かったのだが、時間とエネルギーの投資を
補ってあまりある収穫であった。 
 
 第一に、先入観が覆されたこと。中国と
言えば日本より貧しく、また儒教の伝統で、
指導者と選手の関係も厳しそうだ。ところ
がいずれも全く見当はずれ。貧富という点
で言えば、来た親の中には年収１億以上の
人もいた。こちらの方がむしろ貧しい。 
 
 第二に、指導のモティベーションがあが
ったこと。その学校のコーチは世界チャン
ピオンになった後日本に帰化した小山ちれ
を育てた人だ。60歳を過ぎた今でも、周囲
に目配りをしながら情熱的だが包容力豊か
に子どもたちの練習相手をしていた。この
環境をオリエンテーリングの合宿で再現す
るためにはどうしたらいいのだろう？そん
なことを考えさせてくれる練習風景だった。 
 
 同行したのは、学内の同僚と日本卓球協
会の強化副本部長の前原さんだった。前原
さんは、学生チャンピオン、日本チャンピ
オンになるとともに、現在は協会の実質的
な強化の責任者であり、また将来はさらに
協会運営の中枢に関わる立場の人だ。オリ

エンテーリングより大きな組織で、同じ
ような境遇にある彼の振る舞いから学ぶこ
とは多かった。現在の自分にとってのよき
メンターに出会えた。帰国後、自著とオリ
エンテーリングを紹介するDVDを送ったと
ころ、丁寧にも、自著に銘を入れて送って
くれた。「正念場を常の心で」とある。おそ
らくそれは彼自身が最も感じていることな
のだろうが、周囲と自分の変化におたつい
ている自分にとっても、肝に銘ずべき言葉
だ。 

村越真のオリエンテーリング日誌 

Fast life, slow life 
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▲２０年来の４位入賞を果たした静大男子チーム。
写真は個人戦の時のもの。中央の櫻木が個人戦でも５位に入る大活躍。

3 月 5 日 
専務理事として、初めてのJOA総会。朝
から緊張しているのか、６時には目覚めて
しまう。株主総会を控える社長っていうの
は、こんな気分なのだろう。前回理事会で
問題となった、スキーO の世界選手権をや
るのかやらないのかという議論も、結論の
でないまま総会後に持ち越しとなった。総
会では、いくつかの指摘は出たものの、こ
れまでの総会で見られたような不毛でけん
か腰のやりとりはなかった。現在のJOAの
処務の進め方について、会員からは概ね好
意的に受け取られているのだろう。 
決まり切った予算や事業計画の時間は
最小限に抑えて、今後の組織強化やそのタ
ーゲットについて、橘さんと村越で40分程
度のプレゼンをした。その中で、中期的な
目標として、「登録人口5,000人、全ての協
会員が3年間のうち、一度は公認大会を行
なう、半数の協会員である22都道府県で一
般アウトドア活動者向けの大会を開催す
る」 などいくつかの数値目標を提示したが、
それについての意見は特に聞かれなかった。
受け止めてもらえたのだろうか？無関心な
のだろうか？ 
 
 総会後理事会を再開し、スキーO 世界選
手権開催の是非についての議論を続ける。
もっとも事情を知った信原氏がいないこと
もあって、結局諾否いずれにしても積極的
な意見を述べる人がいなかったことは残念
であった。これも結局総務会で信原氏から
ヒアリングをしながら、結論をまとめ、郵
送にて稟議するという結論になった。そん
なこんなで疲れて、やや気分も滅入る。気
分転換に、さっさと帰って走る 
 
 
3 月 6 日 
 時 鬱々々とした気分になるのは、昨日の
疲労感が残っているのか、それとも新しい
出会いに対する興奮に、神経系が誤った信
号を出しているせいなのだろうか。関西大
学で「道迷い」の危機管理について研究し
ている青山教授の被験者となるため大阪に
やってきたのだが、せっかくなので前日夕
食をともにした。彼が、屋外での読図（現
在地把握）の研究をしていることは知って
いたが、「岳人」の１月号の特集記事でも被
験者募集を出していたので、チャンスと思
い、こちらからアプローチしたのだ。 
 
 翌日は、神戸市の福知山線「道場」をス
タートし、９時から夕方１６時まで山の中
を歩き続けた。時折青山さんが立ち止まっ
ては「ここはどこかを地図に書き込んでく
ださい」という、オリエンティアにとって
は慣れた課題だ。唯一面倒なのが、立ち止
まるまで地図を見てはいけないという条件
だったこと。おしゃべりしながら歩いて、
なおかつ周囲の状況を覚えておいて、地図
を見た瞬間にマッチングするという課題は、

ややつらい。それでも、「オリエンティア村
越、恐るべし」のとりあえずの評価をもら
った。興味のある方は是非、青山さんに連
絡をとるとよいだろう。 
 
 
3 月 11 日 
ゼミの院生がスポーツ選手を対象とし
た質問紙調査をしていること、やはりゼミ
生の中島あかねと静大男子の櫻木に入賞の
可能性があったので、土曜日日帰りでイン
カレ観戦に出かける。中島は、３週間前に
ひいたインフルエンザの影響で、この２週
間の前半はほとんど何も食べられず、よう
やくこの１週間で軽いものが口にできる程
度だった。二人とも予選では２位だったが、
この状況の中島には２本のレースは厳しか
った。1 年のころから期待されてきた櫻木
は、４年にして初入賞。リレーでも、静大
男子は約20年ぶりの4位入賞。往復一人運
転で、非常に疲れた。翌日は午前の試験監
督のあと、漠然とした不調感が極まり、走
ることもできずに夕方２時間も寝て、なお
かつ普通に就寝。 
 
 
3 月 13 日 
今日も作手往復の予定だったが、さすが
に車を運転していく気になれず、新幹線で
学連総会に向かう。30分ほど時間をもらっ
て、現在のJOAの状況について説明後、質
疑を行なう。JOA という組織の存在は当然
みな知っているが、それがどんな組織で、
どう運営されているかを知らないオリエン
ティアは少なくないだろう。まして学生に
は全く関係ない話しかもしれない。オリエ
ンティアが漸減している現在、JOA と学連
両者が様々な領域で協力しあい、普及を再
構築する必要があるだろう。そんな意味で

のプレゼンに、思った以上の質疑があり、
来た甲斐を感じた。 
 その後は、どっぷり疲れ、頭重く気力が
薄れる。総会で会った山口たちと、近所に
住むいときょう（伊藤恭子）を訪ねる。そ
の後は、講習会の宿に移動。夕方ゆっくり
走ってみるが、気力がなくても、ゆっくり
なら走れるものだ。体の切れは悪くない。
講習会では１時間ほど話しをして、帰宅。 
 
 
3 月 17 日 
京葉OLCの早野さんの依頼で、プロジェ
クトマネージメント学会の招待講演を行な
う。確かに世界選手権開催は大きなプロジ
ェクトマネージメントだが、むしろあれは
マネージメントいう意味では失敗に近い。 
「コーチとか選手としての経験でよい
ので・・・」ということでお引き受け、当
日も自分がいかに選手として成功したか。
コーチングの中で目標やそれに向けての具
体的アクションをどう組織したかについて
話す。こういう講演の質問というのはとっ
てつけたようなものが多いのだが、この日
はいくつか鋭い質問を受け、自分自身が刺
激を受けた講演だった。 
その日の昼食は、学芸大付属＞東大＞筑
波大大学院（しかもスポーツ）という珍し
い経歴が奇しくも一致する 20 年来の後輩
とデート。お互い 40 歳代も半ばになり、
「最近鬱々する気分になることが多いのよ
ね」という湿っぽい話になりがちだ。「じゃ
あ、話題変えようか」と、最近地図に関す
るNPOを設立した話をすると、彼女は「そ
れ絶対将来性あるわよ。環境教育だって、
今のはすごく情緒的でしょ。客観的に考え
ていく時には地図という媒体が絶対必要に
なるんだし」と、僕が考えたこともない視
点を提供してくれた。 
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▲香港でのコントローリングのひとこま。ランタオ島のテレインにて。これも２０年来の友人パトリック
と。香港のオリエンテーリングは、何年たっても彼が支えているようなものだ。APOCでも国内コントロ

ーラを務めている。 

 彼女は最近絵を習っているらしく、山の
絵をうまく描ける人と、それを等高線で正
確に描ける人はどこが違うのだろうという
話しも、新鮮だった。両者は、対象となる
山を正確に把握していることは間違いない。
だとすれば、表象（イメージ）のどこから
のレベルで同一のものを持っているはずだ。
しかし、もちろん他人に見える表現は全く
違う。単に表現する記号だけの違いなのだ
ろうか。内的な表象も途中の段階で違って
いるのだろうか。そんなことを考える、刺
激的なデートだった。 
 
 
3 月 18-19 日 
全日本を控えて、高橋、田島、柳下の阿
闍梨有志で富士合宿。サマーチャレンジの
コースを利用して、最初はゆっくり、最後
はチェイシングでどこまで追い込んで走れ
るかを確認する。結局チェイシングのトレ
ーニングは他のメンバーと合流できず、一
人でやることになる。気分的には優れなか
ったものの、思いの外体の切れはよく、ス
ピードに乗って走ることができた。 
トレーニングもさることながら、ワール
ドカップ以来のつきあいのクリッククラッ
クでの宿泊はリフレッシュになる。夜はト
ランプ大会だが、さすがに皆アスリートだ
けあって、競争は大好きだ。大貧民の得点
をハンディーとして、翌日のインターハイ
併設レースも含めた「複合競技」にしよう
ということになった。 
ちょうどよいことに僕がトップで高橋
がビリ、その差は19点なので、1点5秒の
ハンディー。女性の田島利佳は２９点なの
で、1点1分で18分のハンディ。いくらな
んでも6kmのコースで18分のハンディーで
は田島有利かと思われたが、ふたを開けて
みたら、村越、高橋、田島は１分程度の大
接戦。 
 この日はなぜか調子もよく、生タイムで
も高橋を１秒抑えて、トップとなった。NT
メンバーがいるなかで優勝した大会ってい
つ以来だろう？この結果が全日本につなが
るとは、とても思えないが、ミドルなら十
分戦える、という感触を得る。 
 
3 月 24 日 
昨日は謝恩会で車を置いて帰ったので、
自転車で通勤。全日本直前なので、ゆっく
り気持ちよいペースで走る。正午ごろ不調
を感じる。緊張感が不快感として感じられ
ているのかもしれない。首のこりもひどか
ったが、全日本前ということで奮発したマ
ッサージで、身体も気分も楽になる。 
 
3 月 25 日 
 午前は研修、午後はO-forumを開催し、
夕方スキーO のミーティングに顔を出して、
宿舎へ。宿舎規定の夕食時刻はとうに過ぎ
ていたが、あまりに肩こりがひどく、頭痛
もするので、ジョグ。少し楽になる。 

 
3 月 26 日 
 「村越、お洒落じゃん。」これが全日本7
位に対する20年来の友人上田の評である。
目標として掲げた6位にはなれなかったし、
トップとは5分差で、がんばって5位がせ
いぜいだ。「ロング」のコンセプトをプラン
ナーから強く打ち出されたことに、過度に
反応してはいけないと思いつつ、それを強
く意識しすぎてしまった。95分のレースを
しなければいけない、そのためには今の自
分にはスピードが出せないと思ってしまっ
たのだ。結果としてスピード感のない、楽
なレースになってしまった。ミスはなかっ
たのだから、それで７位にしかなれないの
は、喜ばしいこととも言えるのだが。 
 
 
3 月 29 日 
 年末に開かれる APOC はワールドランキ
ングイベントも兼ねている。そのため近隣
の日本に住む僕がコントローラに選ばれた。
この日はそのコントローリングのため、中
部国際空港から香港へ移動。夜遅いにもか
かわらず迎えに来てくれたパトリックと宿
舎についたのが日本時間なら真夜中を回っ
ていた。 
 
翌日は、一日中テレインのチェックで歩
き回る。夜はどうする？というので、でき
れば走りたいというと、夕方スコードのト
レーニングがあるという。香港島にある競
馬場の中を活用した運動競技場でのトレー
ニングに参加。昼間日差しの強い中を歩き
回り、夜もそこそこにトレーニングをこな

して、ここ半年なかった健全な身体の疲労
感に包まれた。脚の調子は悪くない。 
 
 10 年ぶりの香港での APOC だが、今回も
オープンテレインを中心とした、香港らし
いオリエンテーリングが楽しめる。クリス
マスシーズンなので、航空券は取りにくく
やや高いが、早めに押えれば問題ないはず
だ。ショッピングや観光などプラスαも充
実した本大会に是非！ 

（村越 真） 


